
食品ロスの削減に向けた
神奈川県の取組について

令和４年２月２日
神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課
指導グループ 新井 聡史



本日の内容

本県の状況等

 神奈川県食品ロス削減推進計画

 本県の取組
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○県内の家庭系食品ロス発生量の推計

2018年度 22.2万ｔ
※一人一日あたり66g
※生活系ごみ(140万t)の16％相当

本県の状況等 家庭系食品ロス

日常生活での買いすぎ・作りすぎの抑制、
食べきる習慣に関する意識啓発等
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本県の状況等 事業系食品ロス

○県内の事業系食品ロス発生量の推計

2018年度 27.7万ｔ
※国公表の全国の食品ロス量や食品リサイクル法に基づく
食品廃棄物等の発生量調査等の結果をもとに推計

事業系食品ロス発生量【万トン】
食品産業 合計 27.7

食品製造業 9.0

食品卸売業 1.7

食品小売業 4.5

外食産業 12.5
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本県の状況等

○食品ロスの発生源

家庭系44％、事業系56％ 全国とほぼ同じ割合
○県民１人１日当たりの食品ロス発生量は、

家庭系・事業系ともに全国平均を上回る
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【計画の主な内容】

〇食品ロスの現状と課題

○食品ロスの削減目標

○食品ロス削減を推進する施策
・ 教育及び学習の振興・普及啓発
・ 事業者の取組支援
・ フードバンク活動等の推進 等

○消費者、事業者等の役割 等

神奈川県食品ロス削減推進計画
令和４年３月策定予定
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〇計画の目指す姿（基本目標）

神奈川県食品ロス削減推進計画

県民一人ひとりの自覚

・ 食品ロスの削減は「自分事」
・ 誰もが取組を「実践」する

・ 資源、エネルギーの無駄
・ 地球温暖化の一因

食べ物を
無駄にする
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〇食品ロスの削減目標
【国】
家庭系食品ロス※１、事業系食品ロス※２ともに、
2000年度比で2030年度までに、

食品ロス量を半減させるという目標を設定
※１ 第四次循環型社会形成推進基本計画

※２ 食品循環資源の再生利用等の促進に関する基本方針

【神奈川県】

国の数値目標を踏まえ、削減目標を設定。

神奈川県食品ロス削減推進計画
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食品ロス削減目標（家庭系食品ロス）

県民1人1日当たりの家庭系食品ロス量を、
2000年度比で2030年度までに半減
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食品ロス削減目標（事業系食品ロス）

県内で発生する事業系食品ロス量を、
2000年度比で2030年度までに半減

⇒ 削減には、県民、事業者の皆様のご協力が必要です！
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食品ロス削減に向けた本県の取組の紹介

教育及び学習の振興・普及啓発等

食品関連事業者等の取組に対する支援

→ てまえどり

実態調査等の推進

情報の収集及び提供

未利用食品を提供するための活動の支援等

→ フードバンク・フードドライブ
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「てまえどり」運動について

購入してすぐに食べる場合、商品棚の手前にある商品等、
販売期限の迫った商品を積極的に選ぶ購買行動。

「てまえどり」とは・・・

 

ポスター スイングＰＯＰ

☜ 掲示物をダウンロードし活用いただけます。

⇒ 販売期限が過ぎて廃棄されることによる食品ロスの削減効果
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食品企業の製造工程で発生する規格外品等を引き取り、福
祉施設等へ無料で提供する活動。

フードバンク活動の推進

食品ロスの削減と、生活困窮者や子ども食堂の支援という
２つの意義があり、「誰１人取り残さない社会」の実現と
いうＳＤＧｓの理念にもつながる。
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学校や職場、グループ等、様々な機関・団体が拠点となり、
一般家庭にある未利用食品を集め、集まった食品をフードバンク
団体や福祉施設等に寄付する活動。

フードドライブ活動

【県庁での取組】
○県庁フードドライブ
実施期間：令和３年８月及び10月
対 象：神奈川県庁職員
回収実績：約2800品、約１トン
寄贈食品：米、乾麺、レトルト食品、
缶詰、ベビーフード、パスタソース、
お茶漬け 等
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SDGsアクションに向けたフードドライブ活動の実践

（令和３年10月 食品ロス削減月間）
・かながわフードドライブ・オンライン説明会

・企業・団体向け社内フードドライブ実施マニュアルの公開

・社内フードドライブの周知資料

・県内のフードドライブ実施企業・団体及び市町村㇐覧

・ロゴマークの作成

フードドライブ活動

マニュアル等のダウンロードはこちら☞
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食品ロス削減対策の実践のお願い

〇 すぐに取り組んでいただける食品ロス対策
１ 社員等への周知・勉強会

・ 行政の作成した啓発ポスター等の活用
・ 自治体職員等を招いた勉強会
⇒ 社員の意識・行動変容、企業の社会貢献

２ 期限の近づいた備蓄食品の有効活用
・ 備蓄食品を廃棄せずにフードバンクへ寄贈 等

〇 その他、３月策定予定の「神奈川県食品ロス削減推進
計画」には、消費者・事業者・団体・行政の役割や具体

的な行動例を記載しますで、参考としてご活用ください。
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ご清聴、ありがとうございました。


